
 

 
 

第６４回車座集会（川崎区） 
これからの東海道川崎宿を 

活用したまちづくり 
 

開会 
1. 自己紹介 
2. 本日のテーマ 
3. 他宿場の事例紹介 
4. 意見交換 
5. まとめ 
閉会 
 

 
令和６年２月３日(土)１０時〜１２時 
東海道かわさき宿交流館４階第１・２集会室 
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川崎駅広域商店街連合会 理事 ｷﾑﾗ ﾉﾘﾖｼ

川崎中央プランナー 会長 木村 教義

小川町町内会 町内会長 ｵﾆﾂﾞｶ ﾀﾓﾂ

川崎駅広域商店街連合会 会長 鬼塚 保

ｼﾗｸﾏ ﾔｽﾊﾙ

白熊 康陽

ﾌｸﾀﾞ ﾉﾘﾋｺ

福田 紀彦

（株）DeNA川崎ブレイブサンダース ﾓﾄｻﾞﾜ ﾉﾌﾞｵ

取締役会長 元沢 伸夫

ﾏﾂﾉﾔ      ｴｲﾀﾛｳ

まつ乃家 栄太朗

ｲﾜｻﾜ ｶﾂﾏｻ

岩澤 克政

ﾔﾏﾈ ﾀｶｼ

山根 崇

ﾖｼｵｶ ｱｷﾊﾙ

吉岡 明治

シマダグループ（株） ｻｲﾄｳ ﾀｶﾋﾛ

SAKE Kura Hotel 川崎宿 支配人 齋藤 隆裕

ﾄﾖﾀ  ﾄﾓｺ

豊田 知子

ｻｻｷ  ﾀﾀﾞﾋﾛ

佐々木 忠弘

ｻｶﾞﾉ  ｶﾂﾕｷ

嵯峨野 勝之

ﾅｶﾔﾏ ｹﾝｲﾁ

中山 健一

ﾊﾏﾀﾞﾃ ｺｳｼﾞ

濱舘 幸二

ﾅｶﾑﾗ ﾉﾘｺ

中村 紀子

ﾜﾀﾞ  ﾌｼﾞｺ

和田 富士子

15 東海道かわさき宿交流館 副館長

16 NPO法人かわさき歴史ガイド協会 監事

17 旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会 事務局

12 京浜急行電鉄（株）新しい価値共創室 価値創造担当 課長

13 川崎信用金庫 業務部課長

14 川崎区長

11 ホテルメトロポリタン川崎 営業企画・広報マネージャー

4 川崎市長
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6 （株）まつ乃家 代表

7 （株）岩田屋 代表

8 （株）山根工務店 代表取締役社長

9 ホテル縁道 支配人
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3 本町二丁目町内会 会長
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この取組の成果を継承し、
さらに持続可能な取組とするため

地域主体の取組へと進化させたいと
考えています。

2023年の川崎宿起立400年では
みなさんと共にさまざまな取組を行いました。

そのため、
これまで一緒に取り組んでこられた
みなさんに新たな方々を加えて

２０２４年以降
東海道川崎宿を活用して

どんなまちづくりをしていくか
一緒に考えていきたいと思います。

本日のテーマ
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２月３日
※本日︕︕

本日の意見交換の結果を踏まえて、
それぞれが興味あること、やりたい
ことに力を発揮していく取組のかた
ちを、みんなで考えていきましょう

本日のテーマ

３月〜
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旧東海道品川宿とともに
〜３５年間のまちづくりとこれから〜

第６４回車座集会（川崎区）
これからの東海道川崎宿を活用したまちづくり 事例紹介

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会
事務局 和田 富士子
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Ｓ６３年「旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会」設立
Ｈ ７年「東海道品川宿周辺まちづくり計画書」策定
Ｈ２１年「品川宿交流館」開設・運営

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会
会長 堀江新三

元堀江商店代表取締役社長

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会
旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会
運営体制

会長 ︓堀江新三
 
副会長 ︓篠原典男

加藤丈幸
堀口尚利
小日向亮輔

 
常務 ︓保川泉

桑原高男
 
事務局長 ︓木村眞基
 
会計 ︓石渡健夫
 

プロジェクト担当
〇お休み処プロジェクト︓竹中茂雄（品川宿交流館）、

和田富士子（南品川櫻河岸 まちなか観光案内所）
〇まちなみ整備プロジェクト︓新実正義 長谷山純 嶋村泰輝
〇情報発信プロジェクト︓和田富士子 竹中茂雄
〇交流プロジェクト︓長谷山純 平井将之
〇水辺プロジェクト︓大竹幸義 小日向亮輔
〇文化スポーツ夢プロジェクト︓大越章光 渡辺裕一 竹中茂雄
（しながわっこプロジェクト︓井上明裕 池上貴之）
〇研究・事業開発プロジェクト︓渡辺崇志 佐藤亮太

会計監査 ︓大塚好雄
顧問 ︓品川区副区長

大山忠一（東京商工会議所品川支部会長）
松本 亨（しながわ観光協会会長）
品川区品川地区連合町会長
品川区品川第二地区連合町会長

相談役 ︓品川第一、第二地域センター管内各町会長

運営委員 ︓おおよそ５０名
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旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会
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旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会

交流の場、情報交換の場、
歴史文化に触れ楽しみ理解を深める場

多様な人・テーマが集まってくる場に
若者の思いを地域とつなぎ、形に

宿をやりたい→古民家改装ゲストハウス
人力車を走らせたい→品川人力車
子育て支援→おばちゃんち

新しくまちにかかわろうとする人
新しいことをやりたい人を呼び寄せる

３つの場づくりで、懐の深いまちづくり
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まちの仲間

まちの仲間
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まちの仲間

まちの仲間
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まちの仲間
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テーマ①

地域主体でやりたいこと
・やろうとしていること

４.意見交換

テーマ②

皆さんの取組を
川崎駅周辺で広げていく
ためには何が必要か

４.意見交換
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●徳川家康による東海道の制定は１６０１年。
●江戸を出て品川に続き２番目の宿場、

川崎宿は少し遅れて１６２３年に開設。
●川崎宿は久根崎・新宿・砂子・小土呂の

４つの町から成る宿場。
●歌川広重の『東海道五十三次』

川崎で描かれたのは「六郷の渡し」。
かつて六郷川と呼ばれていた現在の多摩川。
洪水等で橋が度々流されたために設置され
た渡船場があった。

●『東海道中膝栗毛』にも登場する「万年屋
の奈良茶飯」が名物。

東海道川崎宿とは
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H13(2001) 「大川崎宿まつり」開催 ※１４万人の人出で賑わう

H14(2002) 市民提案書『東海道川崎宿2023いきいき作戦』策定

H16(2004) 東海道川崎宿を活かした地域活性化推進組織（「東海道川崎宿2023」）設立

H17(2005) 「東海道川崎宿まちなみまちづくりガイドライン」策定

H25(2013) 東海道かわさき宿交流館開館

H26(2014)    川崎市政９０周年を記念し、川崎市民まつりで「歴史絵巻パレード」を開催。

H31（2019） 東海道川崎宿起立400年（2023年）に向けた基本的考え方-推進ロードマップ‐策定

R 3（2021） 川崎宿起立400年記念プロジェクト推進会議設立

R 5（2023） 川崎宿起立400年を記念し「東海道シンポジウム」「六郷の渡しまつり」等を開催

取組の経過

江戸風意匠の街並み

タペストリー

案内板

シャッター浮世絵

トランスボックス

浮世絵マンホール

フラッグ

浮世絵デザインの中間灯

これまでの主な取組
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文化賑わいの創出等

東海道川崎宿スタンプラリー

東海道シンポジウム

六郷の渡しまつり

三角おむすび発祥の地

東海道川崎宿場まつり

これまでの主な取組

広報の取組

川崎駅自由通路広告掲出

記念ホームページ開設

特設webページ等による
魅力発信

月刊誌「歴史人」「江戸楽」
記事掲載

起立400年ロゴマークの決定

記念切手発行

これまでの主な取組
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